
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[051]中国文学論集表紙奥付等

https://hdl.handle.net/2324/6796447

出版情報：中国文学論集. 51, 2022-12-25. The Chinese Literature Association, Kyushu University
バージョン：
権利関係：



150

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
一
号

○
講
義
題
目

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

 

令
和
四
年
度
前
期
（
春
学
期
・
夏
学
期
）

 
 

 
 

基
幹
教
育
科
目

文
系
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
科
目
（
文
学
・
言
語
学
入
門
）

 

静　

永　

教　

授

 
 

 
 

文
学
部

講
義　

倭
漢
朗
詠
集
を
読
む 

静　

永　

教　

授

講
義　
『
封
神
演
義
』
の
成
立 

岩　

崎　

助　

教

演
習　

唐
詩
解
会
読 
静　

永　

教　

授

演
習　
『
列
国
志
伝
』
会
読 
岩　

崎　

助　

教

演
習　

古
典
文
学
作
品
研
読 

孫　
　
　

講　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 

岩
崎
助
教
・
孫
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語
会
話
Ⅰ
・
中
国
語
作
文
Ⅱ 

孫　
　
　

講　

師

中
国
語
（
中
級
）
Ⅲ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ （
佐
賀
大
学
）

 

中
尾
友
香
梨
教
授

 
 

 
 

人
文
科
学
府

演
習　

唐
詩
解
注
釈
訓
析 

静　

永　

教　

授

演
習　
『
列
国
志
伝
』
会
読 

岩　

崎　

助　

教

演
習
・
博
士
演
習　

中
国
文
学
研
究
法

 

岩
崎
助
教
・
孫
講
師
・
静
永
教
授

彙　
　

報

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

静　

永　

教　

授

 

令
和
四
年
度
後
期
（
秋
学
期
・
冬
学
期
）   　

 
 

 
 

文
学
部
共
通
科
目

人
文
学
基
礎
Ⅱ　

唐
詩
か
ら
の
お
く
り
も
の 

静＊　

永　

教　

授

 
 

 
 

文
学
部

講
義　

中
国
語
の
し
く
み 

静　

永　

教　

授

講
義　
『
封
神
演
義
』
の
受
容 

岩　

崎　

助　

教

講
義  

詩
人
た
ち
の
「
天
気
」
と
「
別
れ
」
の
詩

　

―
陶
淵
明
と
蘇
軾
を
中
心
に
― （
金
沢
大
学
）
原
田　

愛
准
教
授

演
習　

唐
詩
解
会
読 

静　

永　

教　

授

演
習　
『
列
国
志
伝
』
会
読 

岩　

崎　

助　

教

演
習　

古
典
文
学
作
品
研
読 

孫　
　
　

講　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 

岩
崎
助
教
・
孫
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語
会
話
Ⅱ
・
中
国
語
作
文
Ⅱ 

孫　
　
　

講　

師

中
国
語
（
中
級
）
Ⅳ
・
中
国
語
初
歩
Ⅱ

 

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
教
授

 
 

 
 

人
文
科
学
府

講
義　
『
封
神
演
義
』
の
受
容 

岩　

崎　

助　

教

講
義　

詩
人
た
ち
の
「
天
気
」
と
「
別
れ
」
の
詩

　

―
陶
淵
明
と
蘇
軾
を
中
心
に
― （
金
沢
大
学
）
原
田　

愛
准
教
授

演
習　

唐
詩
解
注
釈
訓
析 

静　

永　

教　

授

演
習　
『
列
国
志
伝
』
会
読 

岩　

崎　

助　

教

演
習
・
博
士
演
習　

中
国
文
学
研
究
法
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彙
　
　
報

 

岩
崎
助
教
・
孫
講
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

静　

永　

教　

授

○
学
位
論
文

（
二
〇
二
二
年
三
月
学
位
取
得
）

青
年
時
代
の
菅
原
道
真 

︹
学
士
︺
吉　

野　
　
　

桜

張
遼
の
描
写
の
変
遷 

︹
学
士
︺
尾　

家　

季　

央

長
屋
王
の
う
た
げ
と
そ
の
詩 

︹
学
士
︺
久　

富　

茉　

奈

馬
と
中
国
文
学　

唐
代
以
前
の
馬
に
関
す
る
作
品
の
考
察

 
︹
学
士
︺
岡　

部　

和　

哉

唐
汝
詢
『
唐
詩
解
』
を
中
心
と
す
る
明
清
唐
詩
学
研
究

 

︹
修
士
︺
陳　
　
　

禕　

璇

〇
中
国
文
藝
座
談
会

第
三
一
七
回
（
二
〇
二
二
年
三
月
五
日
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

『
編
蓬
集
』
に
見
え
る
唐
汝
詢
の
交
友
関
係 

陳　
　
　

禕　

璇

周
春
の
『
杜
詩
双
声
畳
韻
譜
括
略
』
に
つ
い
て 

汪　
　
　
　
　

洋

唐
憲
宗
元
和
年
間
唐
代
詩
人
雲
南
書
寫
的
兩
個
面
向

 

段　
　
　

天　

姝

第
三
一
八
回
（
二
〇
二
二
年
四
月
三
〇
日
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

趙
翼
「
題
周
松
靄
『
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』」
と
そ
の
杜
甫
受
容
に
つ
い
て

 

汪　
　
　
　
　

洋

清
華
大
学
教
授
銭
稲
孫
の
懐
徳
堂
訪
問 

稲　

森　

雅　

子

唐
憲
宗
元
和
年
間
唐
代
詩
人
雲
南
書
寫
的
兩
個
面
向
Ⅱ
:

　

元
白
詩
文
中
雲
南
書
寫
的
不
同
傾
向
探
源 

段　
　
　

天　

姝

第
三
一
九
回
（
二
〇
二
二
年
七
月
十
六
日
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

『
盛
明
雑
劇
二
集
』
所
収
「
相
思
譜
」
に
つ
い
て 

岩　

崎　

華
奈
子

東
亜
同
文
書
院
の
伝
統
的
教
授
法
『
念
書
』
に
つ
い
て

 

中
里
見　
　
　

敬

第
三
二
〇
回
（
二
〇
二
二
年
九
月
二
十
五
日
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

明
代
に
お
け
る
白
居
易
の
評
価
―
唐
汝
詢
『
唐
詩
解
』
を
中
心
に
―

 

陳　
　
　

禕　

璇

趙
翼
の
双
声
畳
韻
対
偶
研
究
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て

 

汪　
　
　
　
　

洋

劉
歆
「
遂
初
賦
」
に
つ
い
て 

（
中
国
鉱
業
大
）
栗　

山　

雅　

央

第
三
二
一
回
（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
六
日
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

袁
枚
詠
史
詩
の
特
徴
―
女
性
故
事
を
中
心
に
― 

張　
　
　
　
　

茜

唐
汝
詢
と
日
本 

静　

永　
　
　

健

○
社
会
連
携
事
業

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
九
州
大
学
文
学
部
提
携
講
座

「
本
当
は
教
え
た
く
な
い
、
知
ら
れ
ざ
る
作
家
・
す
ぐ
れ
た
注
釈
家
た
ち
」

第
一
回 

（
二
〇
二
二
年
四
月
十
六
日
）

盲
目
の
注
釈
家
唐
汝
詢
と
そ
の
唐
詩
選
集 

静　

永　
　
　

健

第
六
回 

（
二
〇
二
二
年
九
月
十
七
日
）

周
之
標　

女
性
の
美
と
才
へ
の
ま
な
ざ
し 

岩　

崎　

華
奈
子

中
国
古
典
文
学
講
演
会
（
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
）

第
一
回 

（
二
〇
二
二
年
九
月
二
十
二
日
）
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中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
一
号

博
多
の
津
と
中
国
文
化
―
金
印
か
ら
最
後
の
遣
唐
使
ま
で
―

 

静　

永　
　
　

健

第
二
回 

（
二
〇
二
二
年
十
月
二
十
九
日
）

帰
郷
と
客
死
―
杜
甫
の
最
期
の
三
峡
下
り
―

 

（
本
学
名
誉
教
授
）
竹　

村　

則　

行

第
四
回 

（
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
日
）

北
京
の
古
書
店
に
つ
い
て 

稲　

森　

雅　

子

○
神
奈
川
大
学
第
九
十
一
回
中
国
人
留
学
生
史
研
究
会

 

（
二
〇
二
二
年
二
月
二
十
六
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

開
戦
前
夜
北
京
の
日
本
人
留
学
生 

稲　

森　

雅　

子

○
会
員
消
息
（
事
務
局
把
握
分
の
み
）

段　
　

天
姝　

 

三
月
三
十
一
日
、
九
州
大
学
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教

員
（
外
国
人
教
師
）
を
終
了
、
引
き
続
き
九
州
大
学

訪
問
研
究
員
と
し
て
滞
在
︒
八
月
帰
国
︒

孫　
　

琳
浄　

 

四
月
一
日
、
三
月
三
十
一
日
、
九
州
大
学
特
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
教
員
（
外
国
人
教
師
）
に
着
任
︒

○
会
員
近
著
（
事
務
局
把
握
分
の
み
）

陳　
　
　

翀
『
両
宋
時
期
漢
籍
東
伝
日
本
論
述
稿
』

 

（
浙
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
）

叶　
　

言
材
『
我
与
姑
母
叶
嘉
瑩
』

 

（
人
民
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
一
月
）

九
州
大
学
中
国
文
学
会
編
『
目
加
田
誠
北
平
日
記
』
中
国
語
版

 

（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

竹
村　

則
行
『
楊
貴
妃
文
学
史
研
究
』
電
子
書
籍kindle

版

 

（
22
世
紀
ア
ー
ト
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
）

執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

中
村　

昌
彦	

帝
京
平
成
大
学
人
文
社
会
学
部
教
授

栗
山　

雅
央	

中
国
鉱
業
大
学
人
文
与
芸
術
学
院
副
教
授

土
屋　
　

聡	

岡
山
大
学
教
育
学
域
准
教
授

段　
　

天
姝	

雲
南
大
学
文
学
院
講
師

竹
村　

則
行	

九
州
大
学
名
誉
教
授

静
永　
　

健	

九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
教
授

汪　
　
　

洋	

九
州
大
学
人
文
科
学
府
博
士
後
期
課
程

陳　
　

禕
璇	

九
州
大
学
人
文
科
学
府
博
士
後
期
課
程

張　
　
　

茜	

九
州
大
学
人
文
科
学
府
修
士
課
程

樊　
　

致
遠	

九
州
大
学
人
文
科
学
府
修
士
課
程

李　
　

岳
陽	

九
州
大
学
人
文
科
学
府
修
士
課
程

稲
森　

雅
子	

九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
専
門
研
究
員

長
谷
川
真
史	

	

東
京
学
芸
大
学
人
文
社
会
科
学
系
日
本
語
・
日
本	

文
学
研
究
講
座
中
国
古
典
分
野
特
任
准
教
授
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編
集
後
記

　
　
　

編　

集　

後　

記

こ
こ
に
﹃
中
国
文
学
論
集
﹄
第
五
十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
︒
今
号
が
二
度
目
の
編
集
担
当
で
し
た
が
︑
何
か
と
作
業

が
遅
れ
が
ち
で
︑
各
方
面
に
多
く
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
︒
伏
し
て
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
︑
ご
執
筆
い
た
だ
い

た
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

前
号
の
編
集
後
記
に
書
い
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
︑
未
だ
収
束
し
て
い
な
い
も
の
の
︑
世
の
中
は
社
会
経
済

活
動
優
先
の
方
向
に
舵
を
切
っ
て
い
ま
す
︒
中
国
の
封
じ
込
め
政
策
も
つ
い
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
︒
厳
し
い
行
動
制
限
に

対
す
る
中
国
各
都
市
の
市
民
に
よ
る
抗
議
活
動
が
報
じ
ら
れ
た
直
後
の
緩
和
で
あ
っ
た
こ
と
が
︑
大
変
印
象
的
で
し
た
︒

今
年
最
大
の
衝
撃
は
︑
二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
に
始
ま
り
︑
現
在
も
終
わ
り
の
見
え
な
い
︑
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
す
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
が
生
命
や
生
活
︑
尊
厳
を
蹂
躙
さ
れ
︑
ロ
シ
ア
国
民
の
間
に
も

様
々
な
分
断
や
軋
轢
が
生
じ
︑
世
界
各
国
の
関
係
に
も
緊
張
が
高
ま
り
ま
し
た
︒
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
決
し
て
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
︒
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
の
分
野
で
︑﹁
ロ
シ
ア
﹂
に
属
す
る
人
材
や
演
目
・
題
材
の
排
除
が
行
わ
れ
た
と

の
報
道
も
耳
に
し
ま
し
た
︒

そ
の
際
に
危
惧
し
た
の
が
︑
ロ
シ
ア
の
言
葉
を
学
ん
だ
り
︑
文
化
・
文
学
を
研
究
す
る
こ
と
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
識

が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
こ
と
で
し
た
︒
こ
れ
に
つ
い
て
日
本
ロ
シ
ア
文
学
会
が
発
表
し
た
声
明
を
︑
少
し
長

い
で
す
が
︑
以
下
に
引
用
し
ま
す
︒

今
回
の
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
︑
ロ
シ
ア
語
や
ロ
シ
ア
文
学
・
文
化
を
学
ぶ
︑
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら

学
ぼ
う
と
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
心
を
痛
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒
︙
︙
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
ロ

シ
ア
政
府
は
お
そ
ら
く
今
後
も
︑
ロ
シ
ア
語
や
ロ
シ
ア
文
学
・
文
化
を
︑﹁
ロ
シ
ア
国
家
﹂
の
大
き
な
要
素
と
し
て
利

用
し
よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
︒
実
際
︑
国
家
と
い
う
も
の
が
古
来
︑
言
語
や
文
化
を
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
し
︑
自
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文
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論
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第
五
十
一
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分
た
ち
の
道
具
と
し
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と
は
︑
歴
史
が
示
し
て
い
ま
す
︒
し
か
し
︑
ロ
シ
ア
語
や
ロ
シ
ア
文
学
・

文
化
を
学
ぶ
こ
と
は
︑
現
在
︑
多
く
の
国
々
か
ら
当
然
の
非
難
を
受
け
て
い
る
ロ
シ
ア
政
府
の
軍
事
侵
攻
を
肯
定
す

る
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
ま
せ
ん
︒
む
し
ろ
︑
ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
文
学
や
思
想
の
多
く
は
︑
昔
か
ら
︑
権
力
と

権
力
が
生
み
出
す
不
条
理
に
抗
し
︑
こ
れ
を
批
判
し
て
き
ま
し
た
︒
存
続
の
た
め
に
多
く
の
資
金
を
要
す
る
演
劇
や

バ
レ
エ
︑
映
画
や
音
楽
な
ど
は
︑
体
制
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
も
︑
国
家
や
権
力
の
枠
組
に
収
ま
ら
な
い
人
間
の
喜

び
や
笑
い
︑
悲
し
み
や
怒
り
︑
そ
し
て
美
を
表
現
し
て
き
ま
し
た
︒
ロ
シ
ア
の
言
葉
・
文
学
・
文
化
は
︑
国
家
や
体

制
の
枠
を
越
え
︑
よ
り
広
く
︑
深
く
︑
多
様
で
す
︒
︙
︙
し
か
し
同
時
に
︑
そ
れ
ら
は
と
て
も
脆
い
︒
現
在
︑
ロ
シ

ア
国
内
で
進
行
し
て
い
る
の
は
︑
剥
き
出
し
の
暴
力
︑
言
論
統
制
︑
弾
圧
で
あ
り
︑
文
化
人
︑
学
者
︑
市
民
の
自
由

な
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
︒
︙
︙
ロ
シ
ア
と
い
う
国
は
国
際
社
会
で
孤
立
を
深
め
て
い
ま
す
︒
そ
の
よ
う
な
二

重
の
疎
外
に
瀕
し
て
い
る
ロ
シ
ア
語
の
話
し
手
た
ち
︑
ロ
シ
ア
文
学
・
文
化
の
担
い
手
た
ち
を
︑
さ
ら
な
る
孤
独
へ

と
追
い
や
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
︒
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
回
路
を
保
ち
︑
彼
ら
と
対
話
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
︒﹁
国
家
﹂
に
よ
っ
て
急
速
に
分
断
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
現
在
の
世
界
で
︑
そ
の
枠
組
を
超
え
︑
互

い
に
つ
な
が
っ
て
い
こ
う
と
す
る
の
は
︑
私
た
ち
自
身
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
︒
今
日
の
状
況
で
ロ
シ
ア
の

言
葉
・
文
学
・
文
化
を
学
ぶ
こ
と
の
意
味
を
︑
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
︒

 

︵
日
本
ロ
シ
ア
文
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
ロ
シ
ア
の
言
葉
・
文
学
・
文
化
を
今
︑
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
学
ぶ
皆
さ
ん
へ
﹂https://yaar.jpn.org/?p=94

︶

今
は
一
日
も
早
く
こ
の
悲
惨
な
状
況
が
解
消
さ
れ
︑
ま
た
世
界
が
数
十
年
前
と
同
じ
轍
を
踏
ま
ぬ
こ
と
を
祈
り
ま
す
︒

次
号
も
皆
様
の
投
稿
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒

 

︵
岩
崎
　
華
奈
子
　
記
︶




